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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。
１ 全酪新報 ９月１日号 全国酪農協会

牛群検定ワンポイントレッスンその７５ 分娩管理見直しで繁殖改善
分娩は次の授精の始まりまです。双子や死産は次の授精に影響します。

２ 大地 ７月２０日号 よつ葉乳業株式会社
牛群検定情報を飼養管理に活かそう 第 6回
搾乳ロボットでの検定と飼養管理の注意点 よつ葉乳業 検索

３ ＬＩＡＪニュ－ス７月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その６１）乳脂率と周産期病について
乳脂率の活用を基本に戻って解説 検定成績表見方 検索

遺伝評価 改良情報に「在群期間」を表示します New！
２０１９－８月から遺伝評価に新しく在群期間が加わります。これは検定牛が牛群内でどれくらいの期間を活

躍できるか、遺伝評価したものです。遺伝ベ－スを１００として標準化し、９７～１０３までの７段階評価となって
おり、１０２以上が在群期間が比較的長く、良好ということになります。遺伝率は０．０８、信頼度は３３％程度で
すので、一世代で急速に改良が進むものではありませんので、ご注意下さい。

アニマルウエルフェア「断尾」について
畜産技術協会では、快適性に配慮した乳用牛の飼養管理として乳用牛の「断尾」について、技術レタ－を

まとめました。従来言われていた「断尾」することで乳房が汚れずらく、乳房炎になりにくくなり、乳質がよくなる
という考え方を調査研究したものです。最新の調査研究では、「断尾」は乳質に影響を及ぼさないという報告
がなされています。また、「断尾」により、ハエなどの牛体付着の数が増えるという報告もされています。
乳房の汚れを防止するには、牛床の改善、糞尿の適切な処理、また場合によっては尾房のトリミングや洗

浄が有効と報告されています。



牛群検定！点検シ－ト（その１８ 泌乳曲線の利用）
お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員

といっしょに確認を行いましょう！今回は、検定成績表の１枚目の一番目立つ泌乳曲線です。

農家コ－ド 氏名

・検定成績表を参考に牛を観察しましょう！

検定成績表の１枚目の「検定日乳量階層（泌乳曲線）」をチェックしてみましょう！
①図１のような泌乳曲線ですか？
Ｙｅｓ Ｎｏ （Ｙｅｓ：下図の解説をごらんください）

②図２のような泌乳曲線ですか？
Ｙｅｓ Ｎｏ （Ｙｅｓ：下図の解説をごらんください）

図１
乳量の多い牛と少ない牛でバラバラ。このような牛
群では、一群管理のＴＭＲによる群管理は難しい。

（Ｙｅｓ）
飼養管理上のチェックポイント
・牛舎の頭数オ－バ－
・闘争
・ＴＭＲ飼料の分離
・掃き寄せが不十分
・飼料が足りない
など

図２
初産、２産以上ともに乳量が低い

（Ｙｅｓ）
飼養管理上のチェックポイント
・搾乳設備（真空圧）の不備
・給水設備の不備
・乾物量が足りない
など

良好な泌乳曲線の例
泌乳持続性も良く、初産も２産以上も牛が良くまとまっている。飼料設計も行いやすいため、ボディコンディシ
ョンを良好に保ちやすく、過肥、削痩となりづらい牛群といえます。周産期病も少なくなると言われています。


